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第２期伊那市子ども・子育て支援事業計画策定について 

 

１．目  的 

国の基本指針を踏まえ、既存の事業計画を検証しつつ、保護者等に対してアンケートを実施・

分析し、次期５年間（平成 32 年度から平成 36 年度まで）の見込量や目標値、将来の子どもの

子育て支援のあるべき方向（今後の施策内容）を設定し、「子ども・子育て支援事業計画」を

改定する。 

 

  【国手引抜粋】 

    

 

２．期  限 

  平成３２年３月末まで （アンケート集計は平成３１年３月末まで） 

 

３．内  容 

 【平成 30 年度】 

１）国の指針に基づくニーズ調査を実施し、集計を行う。 

事業計画における需要量等の見込みを設定するうえでの基礎資料とするため、市民の子

ども・子育て支援に関する実態や要望、又は子どもの貧困や幼児教育無償化の影響を踏ま

えたニーズ量の算定ができるよう、調査票を作成の上アンケート調査を行い、調査の集計・

分析結果をとりまとめる。 

    ①調査対象者 

就学前児童の保護者  1,800 件 （全０－5 歳児 3,120 名の約 60%） 

           内 就園児 70％ 1,260 件  未就園児 30% 540 件 

（裏面） 
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②調査対象者の抽出～分析 

     住民基本台帳から上記対象世帯を抽出後、調査票について郵送により配布・回収を行

い、回収された調査票について集計及び分析を行う。 

    ③調査期間 

     平成 30 年１2 月から平成 31 年 1 月 

    ④集計及び分析期限 

     平成 31 年 3 月中旬 

 

【平成 31 年度】 

１）教育・保育及び子育て支援事業、その他関連施策の現状分析と課題整理 

    調査票の結果、子育て支援をめぐる国の施策や第 1 期子ども子育て支援事業計画の取り

組み内容などを整理して、子ども・子育て支援に係る現状を分析し、その内容に基づき

本市の課題を抽出しつつその対応策を検討する。 

 

２）「量の見込み」の算出並びに「確保方策及び目標量」の検討 

調査検討結果などを基に各種事業の「需要量の見込み」を算出する。また、算出結果に

本市のサービス提供状況や施策意向、伊那市子ども・子育て審議会審議内容などを加味

し、計画における各種事業の「確保方策」や「目標量」を設定する。 

 

３）パブリックコメントの実施 

  計画に対し、広く市民から意見収集を行う。 

 

４）支援事業計画書の作成 

上記１）～３）の結果を反映し、子ども・子育て支援事業計画書を作成する。 

 

３．行程表 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



子ども・子育て支援事業計画　作成スケジュール

【平成30年度】

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

調査票の作成 修正

調査票印刷・封筒準備

調査票封入・発送

調査票回収

データ入力・集計

データ分析

★ ★ ★ ●

ワ ワ ワ 審議会

３月９月 10月 11月 12月 １月 ２月

 

 

【平成31年度】

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

現状分析・課題整理

量の見込み算出

確保方策の検討・量の算出

計画書原案作成

パブリックコメント

意見整理・原稿修正

校正

計画書印刷

★ ● ★ ★ ● ★ ● ★ ● ●

ワ 審議会 ワ ワ 審議会 ワ 審議会 ワ 審議会印刷業者依頼

3月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月

 


